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144MHz帯無線機を用いた FREEDVの運用



音声デジタル通信(FREEDV)の運用について

FreeDVはパソコンと無線機を接続して専用ソフトを使用することにより

音声によるデジタル通信を行います。

今回のソフトはFreeDV Ver2.0.2 RADE V1 (ラジオ・オート ・エンコーダ)

を使用しています。

従来のSSB通信よりも狭い帯域幅でクリアな音声通信が可能であり

混信やノイズがなく綺麗な音質で通信を行うことが出来ます。

パソコンでデジタル化した音声をSSBの無線機で通信を行います。

狭帯域デジタル通信ですので、かなりの低ビットレートでの

通信となり 電波型式は「G1E G7W」の2種類となります。

交信を行うためにはパソコンにマイクを接続して行います。



FreeDVで通信するための機器への接続構成 [1]

最近の無線機はマイク信号も受信信号も無線機のコントロールも
USBケーブル一本でパソコンとのやり取りをする事が出来ます。

(パソコン)

USBｹｰﾌﾟﾙ
(FreeDV 音声CODEC+MODEM)

USBオーディオ
I/F内蔵

スピーカ

🎤 (無　線　機)



今回の実験に用いる無線機にはUSB接続端子機能がありません。

よって、パソコンへの接続は「USBオーディオインターフェイスユニット」を

用いて行います。

マイク信号も受信信号も無線機のコントロールも個々の接続となります。

今回の144MHz帯でのFreeDV運用 は、SSB無線機の

マイク入力にデジタルボイス(DV)のデータを入力して通信を行います。

今回運用する144MHz帯無線機での信号接続



今回使用する144MHz帯無線機の構成

スピーカ
(FreeDV 音声CODEC+MODEM)

50MHz SSB トランシーバー
       POW   100mW

    144MHz
    トランスバータ
          POW  12.0W

🎤

 
   CF SV9-2
   CPU   i5-10310U  1.70GHz
   RAM   16.0GB     Windows 11 Pro

DDS VFO オシレータ

パソコン



今回使用する144MHz帯の無線機



FreeDV通信するための機器への接続構成 [2]

ON/OFF
(Switch)

無線機

🎤 USBオーディオI/F マイク音声入力
デジタルボイス(DV)

  出力
USBオーディオI/F マイク端子入力

スピーカ 復調音声出力
デジタルボイス(DV)

  入力 USBオーディオI/F

　　　　パソコン

PTT端子

USBシリアルケーブル RS232C

スピーカ出力

(FreeDV 音声CODEC+MODEM)



FreeDV通信するための機器接続



SSB通信による交信音声



音声デジタル通信(FREEDV)による交信音声



音声デジタル通信(FREEDV)について

FreeDVは短波帯用のデジタルボイスモードです。

パソコンと無線機を接続して専用のソフトを使用することにより

音声によるデジタル通信が可能になります。

デジタルですのでSSB通信みたいに混信やノイズはありません。

従来のSSB通信よりも狭い帯域幅でクリアな音声通信を行います。

これは、パソコンで狭帯域デジタル化した音声をSSBの無線機で

通信を行うためです。

音声デジタル通信(FREEDV) でのラジオ・オート ・エンコーダ（RADE）V1の

目的は、HF無線周波数で音声を送信することです。

音声信号の帯域幅は8kHzですが、RADE V1信号のRF帯域幅は

1500Hz(-6dB値）に抑えられるように開発が行われています。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

